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市長の新型コロナウイルス感染について 

 

平素は、市政の推進に格別のご協力を賜り誠にありがとうございます。 

令和５年２月２６日（日曜日）、市長の武久顕也が新型コロナウイルス感染症に感染したこ

とが判明しました。症状や経過、今後の対応は下記のとおりです。 

 

１．陽性確定日 

  令和５年２月２６日（日曜日） 

 

２．症状・経過 

２月２５日（土曜日）午後からの公務を終え、帰宅後、夜中に軽いのどの痛みを感じ、２６日

朝、検温したところ微熱があったため、市販の抗原検査キットによる自己検査をしたところ陽性

反応が出ました。同日午前に医療機関を受診し、医師の確定診断を受けました。 

 

３．今後の対応 

・３月４日（土曜日）までの療養期間中は、職務代理者を置かず、在宅勤務とします。 

・内部の公務は、原則リモートにより執り行います。対外的な公務は、副市長の田野宏が対応

します。 

・療養期間中の議会本会議は欠席します。なお、市長療養期間中の議会一般質問の取り扱

いは、明日２月２７日（月曜日）開催される議会運営委員会において協議される予定です。 

 

４．市長コメント 

  この度は市民の皆様や関係者の方々に大変ご心配をおかけしております。現在は微熱があ

り、自宅療養中です。リモートによる公務を行い、市政運営に支障をきたさないよう、職員との

連絡体制を確保しながら対応してまいります。 
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